
 

青
少
年
の
健
全
育
成
と
明

る
い
社
会
づ
く
り
を
考
え
る

「
市
民
の
つ
ど
い
」
が
７
月
３

日
に
、
相
良
総
合
セ
ン
タ
ー

「
い
〜
ら
」
で
開
か
れ
ま
し

た
。
第
１
部
で
は
、
中
学
生
の

「
わ
た
し
の
主
張
2010
」
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
４

人
を
表
彰
し
、
第
２
部
で
は
人

権
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。 

「
わ
た
し
の
主
張
2010
」
で

は
、
市
内
の
４
中
学
校
か
ら
選

ば
れ
た
優
秀
作
品
の
受
賞
者

が
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
市
長
か
ら

表
彰
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、
第
１
部
の
な
か
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
鳥

の
子
育
て
を
例
に
し
た
、
人
権

を
考
え
る
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
劇

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
の
講
演
会
で
は
、
若

く
し
て
病
気
で
亡
く
な
っ
た

娘
・
亜
也
さ
ん
の
日
記
「
１
リ

ッ
ト
ル
の
涙
」
を
出
版
し
た
木

藤
潮
香
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

人
権
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
藤
さ
ん
は
、
母
子
の
深

い
愛
情
や
人
を
思
い
や
る
心
、

自
分
を
見
つ
め
る
心
の
大
切

さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
４
０
０
人
ほ
ど
が
聴
講
し
、

感
動
す
る
講
話
に
涙
を
浮
か

べ
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 夢
を
叶
え
る
二
０
一
０ 

〜
榛
原
中
の
誇
り
を
育
む
〜

 

尾
崎
芹
佳
さ
ん 

（
榛
原
中
３
年
）

  

生
徒
会
の
運 

営
委
員
長
と
し 

て
、
誇
り
の
持 

て
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
を
作
文
に
し
ま

し
た
。
榛
原
中
に
は
５
つ
の
誇

り
が
あ
り
、
こ
れ
を
評
価
す
る

こ
と
で
成
果
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
し

っ
か
り
と
守
ら
れ
、
一
人
ひ
と

り
が
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
素

晴
ら
し
い
学
校
に
な
る
と
思

い
ま
す
。 

 

受
容
と
妥
協 

 

五
十
棲
拓
倫
さ
ん 

（
御
前
崎
中
３
年
）

  

中
学
生
と
い 

う
年
代
で
思
う 

こ
と
を
作
文
に 

し
ま
し
た
。
中
学
生
は
自
ら
考

え
て
行
動
し
な
く
て
は
い
け

な
い
年
齢
で
す
の
で
、
人
の
気

持
ち
や
悩
み
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
部
活
動
を
通

し
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
考
え
や
気
持
ち
を
切

り
替
え
る
こ
と
で
、
よ
く
物
事

が
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

平
和
に
近
づ
い
て
い
く
た
め
の
「鍵
」 

 

柏
原
隆
佑
さ
ん 

（
相
良
中
３
年
） 

  

戦
争
に
つ
い 

て
ア
メ
リ
カ
に 

住
ん
で
い
た
と 

き
学
ん
だ
こ
と
と
、
日
本
に
帰

国
し
て
か
ら
学
ん
だ
考
え
方

の
違
い
を
作
文
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
世
代
で
は
、
ど
う
平

和
な
世
界
を
築
い
て
い
く
か

が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
ま
す
。

各
国
の
人
々
が
お
互
い
を
理

解
し
合
い
、
真
剣
に
話
し
合
う

こ
と
が
平
和
へ
つ
な
が
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

守
り
続
け
て
い
く
伝
統 

 

伊
藤
航
介
さ
ん 

（
牧
之
原
中
３
年
） 

  

全
国
の
た
く 

さ
ん
の
人
に
牧 

之
原
の
お
茶
の 

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
を
作
文
に
し
ま

し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
は
違

う
、
急
須
で
い
れ
る
お
茶
の
良

さ
を
も
っ
と
解
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
地
域
の
茶
産
業
を
発

展
さ
せ
て
い
く
大
き
な
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
他
の
学
校

で
は
体
験
で
き
な
い
、
牧
之
原

中
学
校
伝
統
行
事
と
し
て
の

「
お
茶
摘
み
」
が
、
そ
の
た
め

の
第
一
歩
に
な
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。
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－ 牧之原市の教育・保育の「めざす子ども像」 

ま き の は ら

〈 表 彰 式 の 様 子 〉 



 

 

 20 年近く前におやこ読書会や幼稚園のお母さ

ん仲間と講師をお招きして「絵本の勉強会」を行

い、引き続き「読み聞かせの基礎」や「絵本や児

童書の魅力」、「お話会のやり方」等の講座を、

赤ちゃんや幼児を持つお母さんにも参加しやす

いように託児付で行っています。育児の一環とし

て絵本の読み聞かせを行っているうちに絵本や

児童書の楽しさに目覚め、その感動を子どもた

絵本の楽しみ方を学ぼう 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

6

文化財の紹介 －大江八幡宮御船神事－ 

ちと共有したく

なりました。 

 21 年 度 は

牧之原市の子

どもたちを取り

巻く読書環境に

ついての講話

や、愛読書や

図書館の本の
修理方法の実習、空き教室を利用して改装さ

れた図書館(静岡市)の見学等を行いました。 
 様々な楽しみがあふれる昨今ですが、刺激

的過ぎて思いやりや想像力を持ちにくくなっ

ています。本を読んで冒険や感動の世界へい

く扉を子どもも大人も開けてみませんか。 
 
（文責：杉本公恵） 

（社会教育室）

 牧之原市立図書館では、夏休みにおはなし会を
開催します。おはなし会では、絵本や大型絵本の
読み聞かせ、手遊びなどを行います。 
 夏休みおはなし会には、中学生ボランティアも参
加し、読み聞かせに挑戦してくれます。 
 楽しい話、不思議な話、いろんなお話が待ってい
ます。お友だち、ご家族、みんなで来てください
ね。 
【相良図書館】 
 8 月  5 日（木）午前 10 時 30 分～ 
 8 月 19 日（木）午後 2 時 30 分～ 
【榛原図書館】 
 8 月 12 日（木）午後 2時 30 分～ 
 8 月 26 日（木）午前 10 時 30 分～ 
○参加方法 当日、開始 5分前までに図書館へ 
         お越しください。 

問合せ 社会教育室 大石（53－2646） 

 移動図書館「ひまわり号」は、図書館が
遠くて自分ではいけない人にも、たくさん
本を読んでもらうために、市内 53 ヶ所を毎
月巡回しています。 
 現在運行している「ひまわり号」は、島
田榛原広域施設組合が使用していた図書館
車を譲り受けたもので、運行を始めて 18 年
が経ちます。 
 そこで、国民読書年である今年、（財）宝
くじ協会の助成を受けて、図書館車を更新
することになりました。8 月頃から新しい
移動図書館車の製作に入っていきます。 
 新しい「ひまわり号」は、年明けにお披
露目を予定しています。お楽しみに！ 

(社会教育室) 

まきのはら子ども教室「水辺の
楽校」が、本年度の「環境省水・
土壌環境保全活動功労者表彰」
を受けました。 
この賞は、水・土壌環境の保全
に関し、顕著な功績があった 28
団体、6 個人に授与されたもの
で、県内では唯一の受賞となりま
した。 
「水辺の楽校」は、切山地区の「榛原ふるさとの森」を拠点に、子ど
もたちが年間を通じて釣りや稲作など水辺に関する自然体験活動を
行っており、里山から海に至る環境活動の実践を通して、それぞれ
が密接に関わっていることを学習した活動が高く評価されました。 
6月11日、子どもたちと「水辺の楽校」鈴木康之代表らは、榛原庁
舎を訪ね、市長に受賞を報告しました。       （社会教育室） 

大江地区の八幡宮に伝わる国指定無形民俗文化財

で、毎年 9月中旬の祭礼に行われています。発祥は江

戸中期と言われ、廻船問屋が航海の安全と商売の繁盛

を祈願して行ったのが始まりとされています。神事に

用いる船は、菱
ひ

垣
がき

廻船
かいせん

と樽

廻船を精巧に模したもの

で、大海原の荒波を乗り越

えていく様を表現し、地区

内を勇壮に練り歩きます。
市内にはこのほか、県指定
文化財の飯津佐和乃神社
御船神事（波津）、市指定
文化財の神明神社御船神
事（細江）、鹿島神社御船
神事（川崎）があります。

（芸術文化室） 

＜相良海岸での塩づくり＞ 

＜東京ウォッチング＞ 

 We made this sea salt. 

（これは私たちが作った塩で

す。） 

 This green tea is also from 

our city. 

（このお茶も私たちの市で作

られたものです。） 

６年生の子どもたちは、この６

月、「東京ウォッチング」で浅草

に行き、牧之原市をPRしてきま
した。商工会の方々の御指導を受けて作った塩と、茶業振興会の御好

意でいただいたお茶パックを、習ったばかりの英語で話し掛けて手渡し

ました。「とても緊張したけれど、私たちの英語が通じてうれしかったで

す。」等の感想を持ちました。 

さて、相良小学校では「三つの一流」に取り組んでいます。 

① 「授業一流」では、温かく聴く、やさしく話すことに心掛け、心のキャ
ッチボールを通して、人としての

在り方、生き方を学びます。 

② 「あいさつ一流」では、あい

さつ運動を PTA や相良中との

合同キャンペーンへと広げ、自

己の内面を磨き、人間同士のつ

ながりを広げます。 

③ 「そうじ一流」では、黙って

丁寧に掃除することを通して、

自らの品性を高め、学校を愛

し、奉仕する心を培います。 

 東京ウォッチングでの子どもたちの姿は、「三つの一流」がスパイラル

に向上した姿であると、とらえています。相良小学校では学校教育目標

「あすをつくる子」の願いのもと、「三つの一流」に取り組んでいます。 

 

★男子 100m 
 ２位 村松 琳（勝間田小６） 
 ３位 森田 翔（相良小６） 
 ４位 石神志隆（細江小６） 
 ６位 楠田 順（地頭方小６） 
 ８位 吉永大悟（川崎小６） 
 
★男子 200m 
 １位 大石真太郎（細江小６） 
 ２位 大原一真（川崎小６） 
 ４位 中嶋翔也（相良小６） 
 ７位 増田賢太（相良小６） 
 ８位 村松 蓮（勝間田小６） 
 
★男子 1500m 
 １位 寺田万葉（坂部小６） 
 ３位 髙塚 樹（牧之原小６） 
 ５位 中島 要（川崎小６） 
 ６位 原口海斗（地頭方小６） 
 ８位 赤堀 蓮（勝間田小６） 
 
★男子 80mH 
 ２位 塚本竜成（勝間田小６） 
 ３位 石津義也（地頭方小６） 
 ５位 ﾔﾏﾀﾞﾕｳｼﾞ（細江小６） 
 ６位 鈴木飛翔（川崎小６） 
 ７位 辻 桂亮（川崎小６） 
 ８位 浅倉孝成（坂部小６） 
 

★男子 4×100mR（小規模校） 
 １位 勝間田小 ２位 菅山小 
 ３位 坂部小  ６位 片浜小 
 
★男子 4×100mR（大規模校） 
 ２位 細江小  ４位 川崎小 
 ５位 相良小  ６位 地頭方小 
 
★男子走高跳 
 １位 ｱﾙﾄｳﾅﾙｼｱﾉ（片浜小６） 
 ２位 鈴木汰一（相良小６） 
 ３位 片瀬 崚（川崎小６） 
 ５位 八木裕介（萩間小６） 
 ６位 山本士優（川崎小６） 
 ７位 山下衆市（地頭方小６） 
 ８位 鈴木裕稀（坂部小５） 
 
★男子走幅跳 
 ２位 秋野峻平（相良小６） 
 ３位 植田啓夢（相良小６） 
 ７位 尾崎睦斗（細江小６） 
 
★男子ボール投 
 １位 古川 竣（相良小６） 
 ３位 ｵｵｼﾏｼﾞｭﾝｲﾁ（細江小６） 
 ５位 谷澤昴亮（細江小６） 
 ６位 西川 黎（相良小６） 
 ７位 池田篤則（川崎小６） 
 ８位 増田敦樹（牧之原小６） 

★女子 100m 
 ３位 池田 葵（細江小６） 
 ４位 池田彩音（相良小６） 
 ５位 森田天音（片浜小６） 
 ６位 澤入美来（地頭方小６） 
 ８位 齋 裕佳（地頭方小６） 
 
★女子 200m 
 １位 杉山愛菜（川崎小６） 
 ４位 鈴木見友里（細江小６） 
 ５位 本杉百花（勝間田小６） 
 
★女子 800m 
 １位 野ケ本敦子（萩間小６） 
 ５位 水野琴音（相良小６） 
 ７位 田村美咲（牧之原小５） 
 
★女子 80mH 
 ３位 清水遥加（勝間田小６） 
 ４位 名波舞乃（川崎小６） 
 ６位 紅林佑佳（萩間小６） 
 ７位 鈴木美空（地頭方小６） 
 ８位 榛葉章子（細江小６） 
 
★女子 4×100mR（小規模校） 
 １位 萩間小 ２位 片浜小 
 ３位 菅山小 ４位 坂部小 
 ７位 牧之原小 ８位 勝間田小 
 

★女子 4×100mR（大規模校） 
 ３位 川崎小 ４位 相良小 
 ５位 細江小 ６位 地頭方小 
 
★女子走高跳 
 ５位 野田知花（川崎小６） 
 ６位 大石愛実（川崎小６） 
 ７位 岡村のどか（相良小６） 
 ７位 小牧ｶﾞﾌﾞﾘｴﾗ（萩間小６） 
 ７位 増田愛美（地頭方小６） 
 ７位 辻野みなみ（菅山小６） 
 
★女子走幅跳 
 １位 水嶋文美（川崎小６） 
 ３位 増田美波（川崎小６） 
 ４位 加藤優衣（牧之原小６） 
 ６位 西藤帆海（相良小６） 
 
★女子ボール投 
 １位 森田真礼 
    （片浜小５） 
 ２位 曽根貴美香 
    （地頭方小６） 
 ６位 片瀬可梨 
    （川崎小６） 
 ７位 後藤綾菜 
    （坂部小５） 

〈
位
置
に
つ
い
て 

よ
〜
い
〉

〈
開
会
式
の
様
子
〉 

＜本の補修に挑戦！＞ 



 

【榛中５つの誇りづくり 

    「時間、挨拶、清掃、服装、合唱」】 

市内の小学校と中学校の『じまん』を毎号、

紹介していきます。お楽しみに！ 

 

榛原中学校 

〈編集後記〉 夏休みがやって来ます。普段できない体験や活動などを通して子どもたちが成長する時期

ですが、生活や服装、行動の乱れを招きやすい時期でもあります。大人たちが温かい目と熱い心で見守

ってあげましょう。 

教育委員会だより編集委員会          〒421－0592  牧之原市相良275 
電話：53－2642  FAX：53－2657        E-mail：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp

★ご意見・ご感想はこちらまでお寄せください 

題字：鈴木干城教育委員長 

 菅山小学校では、子どもが輝き、教
師が輝き、地域が輝く学校づくりをめ
ざしています。 
 子どもたちは４つの「かがやきづく
り」に力を注いでいます。 
１ 元気なあいさつ 
「あいさつ日本一の学校」をめざし
て、かがやき委員会が中心となって、
毎朝あいさつ運動をしています。 
２ そうじは「だ・い・じ」 
 毎日の掃除は、「だ」だまって、
「い」一生懸命、「じ」時間いっぱい
まで、を合い言葉に、声を出さずにき
れいになるまでがんばっています。 
３ みんなで長なわ  
 毎週金曜日の朝は、長なわの８の字
跳びの練習をしています。県の体力
アップコンテストの上位入賞をめざし

て練習に取り組んでいます。 
４ 毎日続けてチャレンジ 
 学習やお手伝い、運動などの中から
一人一人が毎日続けてやることを決
め、継続して努力しています。毎日続
けることで心を鍛え、自信をもって人
とかかわることができる子になること
をめざしています。 
 教師は、子どもたちのよさを認め、
励ますことでやりがいをもちます。こ
れが教師の輝きになります。 
 地域の方々は、さつまいもづくりや
米作り、茶摘み、炭焼き体験などの
他、環境整備、読み聞かせなどにも積
極的に参加してくださいます。これが
地域の輝きであり、本校の自慢でもあ
ります。 
 

～ 祝日には国旗を揚げましょう ～ 

菅山小学校 【かがやきづくりをとおした学校づくり】 

 榛原中学校では「時間を守る、さわ

やかな挨拶、黙働清掃、正しい服装、

響きあう合唱」が生徒の誇りになるよ

うに「榛中５つの誇りづくり」として

取り組んでいます。生徒会ではこの誇

りづくりを意識した活動を全面に出し

て企画し、推進しています。 

 今年度、地域の方々から「榛中の登

校が早くなったね。」と言われます。 

７時５５分には入室が完了し静かに 

読書が始まっているクラスがほとんど

です。 

 また、朝の清掃も訪問される方  々

から「しっかりやっていますね。」と 

お褒めの言葉をよくいただきます。 

「合唱」は入学式、卒業式などの儀式

の中はもちろん、学校に講話などで来

てくださった講師の方々にお礼の気持

ちを込めて歌っています。 

 部活動では大きな目標として「マ

ナー日本一」を掲げています。内容

は、 

①全力で取り組み、自分の可能性を伸

ばそう。 

②がんばっている仲間を見つめ、認め

合おう。 

の二つです。練習だけでなく、挨拶、

服装、言葉遣い、態度に気をつけ、夏

の大会に向けがんばっています。 

＜みんなで長なわ(長なわ集会)＞ 

＜田植えをする5年生と地域の方々＞ 

＜ 入学式での歓迎合唱 ＞ 

＜ 黙 働 清 掃 ＞ 


